
調査方法概要

現場調査及び試料の採取には調査船

作業船:動力付ポーめを使用し、主

試料の採取は、停止した作業船

2隻(基地船:びわと丸 12.8 t∞、

にアクアラング潜水Kょった。
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調査方法
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上より、任意Kエクマン採泥器を

投下し、落下点を移動させるとと

左く潜水者が採集した。

試料の分析は、乾燥後、標準土壌
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分析用舗で分別し、径 6cm.以上を

R、--4慨を任、--0.5慨を S、
--7 --3 --4 

(慨)

湖岸 11m当り深度別湖底面積

--5 --2 。--1

O. 5棚以下をMとし、潜水者の水第 2図

中観察状況をも参考陀し、 R、

RS、G、G S、 GM、s、 SM、Mの8階級K分類した白

調査結果2. 

地点別水深別面積表{附表。と、上記分析結果から、底質別面積を算出すると、第5表

のとbりと左る。左台、底質別面積の算定基礎資料は一括して、附表2恥よび 3VC示す。

第 5表から、地域別、水深別K底質面積を算出し、各深度別Kその占める割合を比較図示す

3、4、 5、 6、 7と左る。
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ると第 5図の t、 2、



第 5表底質面積表 (11の
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第 5図の t 地 域 別 、 底 質 分 布の比較(1慨深度〉
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第 5図の 2 地域別、底質分布の比較(2伽深度)

第 5図の 5 地域別、底質分布の比較(3慨深度〉
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第 5図の A 地域別、底質分布の比較(4明深度)

第 5図の 5 地域別、底質分布の比較(.5情深度〉



第 5図の 6 地域別、底質分布の比 較 (7情深度)
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第 5図の 7 地域別、底質分布の比較(地域の平均)



以との結果からみτ、湖東地域は、水深 1-3怖は S質底が多く、水深 4-5悦?は S M

質底のととろが多加。更に 6明以深陀i1ると M質底と在るが、一部の地点ではRまたは GS

質底が出現している。

湖西地域は、湖東地域陀〈らべ、 g質底の占める割合が大きい。

湖南地域は、浅所では SMまたはM質底であるが、深所に在る陀従ってM質底の占める割

合が文と左れ 7慨以探では全<M質底と在る。

湖北地域は、かまり深所まで、 Rの占める比率が大きいのが特徴であるが、また目、 S M、

GS等の地域もあり、他地域忙〈らベ、各種の底質が平均的K出現しているー

E 水生植物

1.調査方法

採取方法は、作業船上から 25cm平方及ひ・ 50cm平方の 2種類の鉄枠を任意陀投入し、密

生地帯?は 25 cnfl-方、疎生地帯では 5Ocm平方の枠内で採集した。試料は種類別陀分類し

湿潤重量と乾燥重量を計った。

2. 調査結果

本調査Kよる水草類の繁茂状況を模式化して一括図示すれば第4図のと金りである，在b

よし地帯は、本調査とはJjIJi'C補足調査した結果を記入した。

(1) 種類

本調査で採集されたものは次の 12種類であった，

クロモ、コカナダモ、ピワセキシ，ウモ、ィパラ号、フサモ、マツモ、センニンモ、

γ-¥pジタモ、エピモ、ササパモ、フラスヨモ、セキシ冨ウモー

{註り
さきK滋賀県は、昭和 28年度民会ける調査 で、びわ湖金よび内湖K生ずる水草類

〈註 2)
28種を採集し、ま史、生島ら は、内湖を含ま在いびわ湖外潮域で 21種を採集し、

との内、一般的意ものは、 10:種Kと宝まると発表しτいる，

本調査で特記すべきととは、コカナダモの群落が広域医わたり優占的K出現したととで

{註 3)
あろう，本種Kついて生島 は、 1960-唱 961年頃びわ湖に侵入したと論じて

いる@

註 1 滋賀県水産試験場:琵琶湖水位低下対策{水産生物〉調査報告書 1 954 

註 2 生島功:びわ湖生物資源調査団水草班報告、びわ湖の水生高等植物 1 966 
註 5

(2) 分布左らび陀生育状況

1 分布

イ 湖東地域野洲川南流と北流の水深 1悦附近K、密生したピワセキγ ，ウモの群落
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札との結果からみτ、湖東地域は、水深 1-3慨は S質底が多く、水深 4-5悦アは SM

質底のととろが多加。更に 6伽以深陀在ると M質底と在るが、一部の地点ではRまたは GS

質底が出現している。

湖西地域は、湖東地域陀〈らべ、日質底わ占める割合が大きい。

湖南地域は、浅所では SMまたはM質底であるが、深所に左る陀従ってM質底の占める割

合が文と左れ 7慨以探では全く M質底と在る。

湖北地域は、かまり深所まで、 Rの占める比率が大きいのが特徴であるが、宮先日、 S14、

GS等の地域もあり、他地域忙〈らべ、各種の底質が平均的K出現しているー


